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　旧東海道関宿で、江戸時代から続く夏の
風物詩。
　４台の山

や

車
ま

による「舞台回し」など関宿祇
園夏まつりならではの迫力をご覧ください。
　併せて、７月６日にオープンする関の山車
会館へお立ち寄りいただけば、関の山車、祭
りの文化や歴史を、より感じていただけます。

　上野公園内やその周辺の国・県・
市文化財建造物などをライトアップし、
普段見過ごしがちな伊賀の素晴らしさ
を体験していただけるイベントです。
　さまざまな灯りで浮かび上がる幻想
的な雰囲気の施設を巡ったり、光と
音が重なる空間でのライブやダンス、
キッチンカーで販売されるおいしい食
べ物を楽しむことができます。
　他では体験できない素敵な伊賀の
夜をぜひお楽しみください。
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問い合わせ

７月20日（土)〜21日（日）
※神

み

輿
こし

の渡
と

御
ぎょ

20日、22日　13時〜17時
※山車の巡行   20日　16時30分〜21時40分ごろ  

21日　17時〜21時40分ごろ
関宿街道沿い
臨時駐車場　関小学校グラウンド
※ 当日は交通規制が実施されるので、お車でお

越しの際はご注意ください。
関宿祇園夏まつり実行委員会事務局（亀山市観光協会内）
TEL 0595-97-8877

と き
と こ ろ
ア ク セ ス
問い合わせ

８月10日(土)･11日(日・祝)　17時〜21時
上野公園内と周辺施設
伊賀鉄道　忍者市（上野市）駅下車すぐ
お城の周りライトアップイベント実施委員会事務局
伊賀市中心市街地推進課 TEL 0595-22-9825

　色の異なる稲を使って、田んぼに巨大な絵を描く「う
しかい田んぼアート」の田植え体験が６月２日、水口
町牛飼の水田で開催されました。
　今年は、９月に草津市で開催される音楽イベント「イ
ナズマロックフェス」のキャラクター「タボくん」が描か
れ、「タボくん」や「にんじゃえもん」も参加し、約400
人が田植えをしました。

　2020年東京パラリンピックの正式種目「ボッチャ」の
体験が６月14日、油日小学校で開かれ、同校の４〜
６年生が参加しました。
　これは「ボッチャ」を通して、障がい者スポーツへの
関心を高めることや、仲間と協力する喜びを感じること
を目的に開催されました。
　児童らは「チームで協力して勝ててうれしい」と楽し
んでいました。

　出場者がおすすめの本を紹介し、参加者が最も読み
たいと感じた本に投票し、チャンプ本を決める「ビブリ
オバトル」が６月９日、水口図書館で開催されました。
　８人の出場者は、それぞれ本の魅力を熱く語り、今
回のチャンプ本は「もし文豪たちがカップ焼きそばの 
作り方を書いたら」（神田桂一・菊池良著）に決まりま
した。

　かふか21子ども未来会議の子ども議員任命式が６
月15日、市役所で行われました。
　今年で９回目となるこの会議では、　24人の子ども
議員たちが、地域視察を通して市の特色や課題などを
学び、来年１月の子ども議会でより住みやすいまちに
するためのアイデアを提案する予定です。

タボくんたちと一緒に田植え
～うしかい田んぼアート田植え体験～

仲間との協力プレーで対戦
～油日小学校ボッチャ体験～

おすすめ本の魅力熱く語る
～第９回ビブリオバトル in 甲賀～

より住みやすいまちに向けて提案
～子ども議員任命式～

▲タボくんと一緒に田植えをする参加者

▲仲間と作戦を立てながら対戦する児童ら

▲チャンプ本となった本を紹介する出場者

▲任命を受けた子ども議員の皆さん
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 「三成さんは京都を 
 許さない」 作者 
 漫画家 

さかなこうじさん

「三成さんは京都を許さない」を描いて
いて嬉しかったことは？

漫画家になったきっかけは？

今後やってみたいことや目標は？

　今回は、漫画家のさかなこうじさんにお話を
伺いました。さかなこうじさん作で、滋賀の地
元ネタを自虐的に描いた「三成さんは京都を許
さないー琵琶湖ノ水ヲ止メヨー」（新潮社）では、
甲賀流忍者や信楽焼たぬきも登場します。

　漫画を描くことが趣味で、SNSに掲載してい
た私のイラストを見た出版社の方から「うちで
描いてみないか」と、４コマ漫画のお仕事を
いただきました。そこから、商業誌に興味を持
ち、編集者に自分の描いた漫画を見てもらえる

「出張編集部」に通いつめ、何度も練ってチャ
レンジしていくうちに、デビューのお話
をいただきました。

　滋賀県の人などからたくさん感想をいただい
たことです。地域性のあるテーマなので、多くの
方に共感してもらうことができました。「漫画に出
てくる祭りに行きました」という声もいただき、少
しでも地域に貢献できていれば嬉しいです。

　やらせていただけるならなんでもやりたいで
す。「三成さんは京都を許さない」の中で、甲
賀流忍者のキャラクターや甲賀市のネタも描き
ました。まだまだネタの多い地域だと思ってい
るので、機会があれば甲賀市をネタにした漫
画なんかも描いてみたいですし、自分の描いた
漫画が、アニメ化するのもひとつの夢です。

▲ 「三成さんは京都を許さない｣(新潮社）全４巻

 [No.334] 2019. ７. １  [No.334] 2019. ７. １19 18


